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含：

アプリケーション例

Code 3726, Rev. 3、内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2025年5月

データシート

最大 6 つの熱電対 (タイプ  K) と抵抗温度検出器 (Pt100、Pt1000) 接続用

6 チャンネル入力モジュール



概 要
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labT6は、最大6つの熱電対（タイプK）および抵抗温

度検出器（RTD）（Pt100およびPt1000）を接続す

るための6チャンネル入力モジュールです。このデバイスの各

チャンネルには、コールドジャンクション補償（CJC）を含

む特性曲線補正機能が備わっており、熱電対の故障/

ケーブルの断線検出を自動で行います。

熱電対または抵抗温度検出器の接続は、各チャンネルご

とに設定できます。高い信頼性と効率性、モジュールの特

別な機能により、ユーザーは簡単に収録を行うことができ

ます。例えば、センサーやケーブルが損傷した際は自動セ

ンサー故障検出機能が働き、故障を即座に特定できるた

め、原因調査に時間をかけずにすみます。

主なフィーチャー

アプリケーション

6つのミニチュア熱電対コネクタタイプKおよびRTD（Pt100、

Pt1000）のための入力モジュール

チャンネルごとに選択可能：タイプKまたはRTD

モジュール内の特性曲線補正

各チャンネルのコールドジャンクション補償（熱電対運用時）

熱電対の故障/ケーブル断線の自動検出

DCカップリング

ADC解像度：16ビット

最大サンプリングレート: 100 Hz

入力インピーダンス：>500 kΩ

チャンネル間、HEADlabシステム内の他のモジュールおよびPC

インターフェースからの入力の電気的絶縁

低消費電力（2 W）

静音（ファン非搭載）、堅牢設計

ロック機構搭載（モジュール同士を簡単接続）

最大6 温度センサーを介したデータ収集

Code 3726, Rev. 3、内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2025年5月
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納品アイテム

Code 3726, Rev. 3、内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2025年5月

概 要

モジュール式 HEADlab システム

HEADlabシステムは、コントローラー、様々な入力モジュール、再

生モジュール、電源モジュール、その他のアクセサリーで個別にカス

タマイズ可能です。labT6は、他のHEADlabモジュールにわずか

数ステップで接続でき、堅牢で簡単に持ち運びできるシステムを

構築できます。

コントローラーと電源モジュールと組み合わせることで、最大10台

のlabT6デバイスを繋ぎ60チャンネルのシステムを構築できます。

複数のコントローラー、電源モジュール、labT6モジュールで

構成する大規模システムは、ネットワークの負荷やPCの処

理能力に応じて、最大300チャンネルを24 kHzのサンプリ

ングレートで同時収録することができます。

第二世代のコントローラーとモジュールは、第一世代のコン

トローラーとモジュールと互換性があります。第一世代の入

力モジュールは第二世代のコントローラーと組み合わせるこ

とができ、その逆も可能です。ミックスして用いる場合は、コ

ントローラーとモジュール間でHEADlink伝送プロトコル

HEADlink 1.0が自動で用いられます。

ハードウエアアクセサリー

必要アイテム (以下のデバイスのいずれかひとつ)
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接続

データ収集

コントロール / 電源供給

コントローラー / フロントエンドへの
接続

センサーの接続

熱電対：タイプK

抵抗温度検出器：RTD                                 

(Pt 100 / Pt 1000)

HEADlink プロトコル 1.0、HEADlinkケーブル経由

シングルリンク (HEADlink)

› コントローラー labCTRL II.1

› コンパクトシステム labCOMPACT12 II

› コンパクトシステム labCOMPACT24 II 

› ダミーヘッド HMS V

› BrakeOBSERVERフロントエンド MMF III.0

› モバイル 8チャンネル録音再生システム

     SQuadriga III

› ハイエンド 2-チャンネルフロントエンド labHSU 

電源供給

› HEADlink経由
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技術データ

一般

HEADlink

Code 3726, Rev. 3、内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2025年5月

温度データ入力



データシート D50000jp1 概要_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2023年6月|6||6| データシート D3705jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2023年12月

お問い合わせ

〒240-0005 神奈川県横浜市保土ヶ谷区神戸町 134
横浜ビジネスパークウエストタワー 8F

電話：  045-340-2236
Eメール： headjapan@head-acoustics.com
ウェブサイト： www.head-acoustics.com

ケーブル直径ごとの推奨最長サイズ

極細ケーブルは、断線検知の目的で一定温度においてオフセット幅が考慮されていることがあります。
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